






















































This essay is dealing with the meaning of "Self-realization and Coexistence" as the Establishment Mind of a Women's
University. From this phrase, people would be able to see that main purpose and basic idea of the Womenﾕs University Education
is to educate women to make inroads into extending limits of their abilities, to be able to change self-others relationship to mutual




























































































































































































































































「男女格差報告」（Global Gender Gap Report
2006）世界98位（2008年度、130か国中）
スイスのシンクタンク「世界経済フォーラム」は、
女性の社会的地位の改善状況を順位付けした2008年
度版「世界男女格差報告」を発表した。日本は、前
年の91位から98位へ後退した。首位はノルウェー、
２位がフィンランド、３位がスウェーデンと北欧諸
国が上位を独占した。給与水準や高等教育を受ける
機会、政治参加、平均余命などの男女格差を数値化
して世界130カ国を比較した。
日本は、平均余命などを反映した「健康と寿命」
の指数が38位と比較的上位にランクされたが、政治
分野は107位、経済分野は102位、教育分野も82位に
とどまり、全体順位は主要先進国の間で最低だった。
主要国ではドイツ11位、英国13位、フランス15位、
アメリカ27位、ロシアは42位、中国は57位であった
（以上、2008・11.12、共同通信）。
つまり、日本女性の社会的地位は、とりわけ政
治・経済・教育の分野で、主要先進国の中でも著し
く低い。この順位の低さが厳密には何を意味するの
かは、必ずしも明らかではない。しかし、この順位
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の一般的理解によれば、順位が低いことは、社会的
地位の男女格差が大きいことを意味する。しかも、
先進国の中でも著しく大きく、多くの途上国よりも
大きいということである。
「自己実現」の哲学的意味
「自己実現」の哲学的意味は、近代西洋哲学との
かかわりで言えば、「自由」である。
「自由」とは、〈1〉「一般的には、責任を持ってなに
かをすることに障害（束縛・強制）がないこと。」
〈2〉「社会的自由。社会生活で、個人の権利（人権）
が侵されないこと。」〈3〉「倫理的自由。カントにお
いては、意思が感性的欲望に束縛されず、理性的な
道徳命令に服することで、自律と同義。」（『広辞苑』）
わが国において、政治・経済・教育の分野で男女
の格差が大きいということは、これらの分野で男性
なら実現可能であることが、女性であるがゆえに実
現できないことが多いということである。潜在的可
能性において男女間に違いがないとすると、潜在的
可能性を現実的な能力にする諸条件が、わが国の女
性の場合には著しく劣るということになる。それが、
とりわけ政治・経済・教育の分野で顕著であるとい
うことになる。
その結果、日本女性は、「自己実現」が妨げられ
てきた、つまり「自由」を妨げられてきたことにな
る。すなわち、日本女性は、男性に比べて、「責任
を持ってなにかをすることに障害」がある状態に置
かれていること、「社会生活で、個人の権利（人権）
が侵」されていること、意思が感性的欲望に束縛さ
れ、「理性的な道徳命令に服すること」が出来ない
でいること、すなわち「自律」出来ないでいること
を意味する。
「自己実現」の道＝「自由」への道＝「自律」へ
の道
女性が「自己実現」することが出来るためには、
何が必要であろうか。一言で言えば、男性が有能さ
を身に着けるために必要で効果的であったことを、
女性にもすべて同じように実施するということであ
る。
(ア)女性が、自分の潜在的可能性を知り、それを現実
的な能力にしようという意欲を持つことを、周辺
の大人たちがたいせつにすること。
(イ)女性が、たまたま知った自分の潜在的可能性を自
分の現実的能力にしようとする意欲を持った時、
周辺の大人たちがそれを正確に理解し、励まし、
成長・発展させる援助をすること。
(ウ)とりわけ、男性の場合に重視された、新しい可能
性への挑戦、失敗を恐れない勇気、困難にくじけ
ない忍耐力、たゆまざる持続力、誠実さと勤勉さ
などを女性が身につけることを大切にすること。
(エ)現実的能力獲得とその意欲の成長・発展に効果的
な諸条件（有能な指導者などの人的環境と必要な
施設設備などの物的環境）を準備すること。
以上が、わが国の女性が「自己実現」＝「自由」
を成し遂げる条件・道であろう。「男女共同参画社
会」実現のためのわれわれ（国、地方公共団体、民
間会社など各種民間団体、個人）の努力は、以上の
点の改善・強化に集中すべきであろう。
「自己実現」の道＝「自律」の道＝「共生」の道
女性が、自己の潜在的可能性に気づき、それを現
実的能力にすることが出来たとしても、それだけで
真の意味で「自由」になることが出来るわけではな
い。自らの能力を発揮・行使する市民生活の実際の
場面での「自律」が求められるからである。ここで
言う「自律」とは、「道徳法則」に合わせて自分か
ら進んで自分の行動を「律」することである。つま
り、自分の能力を「道徳法則」に合うように使用す
るということ、「道徳法則」に合わない使い方はし
ないということである。
この「道徳法則」とは、「相手の人格を傷つける
ことはしてはならない」という、社会生活を送る上
で最低限守るべき規則のことである。したがって、
社会生活の中で、自分の能力の使用が相手の人格を
傷つけることになりそうなときには、自分から進ん
で自分の能力の使用を抑制するのである。そのよう
な「自律」の出来る人間こそが、真の意味で「自由」
な人間である。そのような「自律」の出来る能力で
あってはじめて、「現実的能力」であるともいえる。
ところで、この「自律」出来る人間相互の関係こ
そが、「共生」関係である。つまり、社会生活にお
いて、互いの人格を尊重し合う関係が、「共生」関
係である。
４．人倫共同体の「共生」の倫理
人倫共同体とは
人間は、人格として生きているだけでなく、「家
族」・「市民社会」・「国家」・「人類社会」とい
った人倫共同体の中でも生きている。
人間は、成長の過程で自らを形成するだけでなく、
自らを取り巻く環境によって形成されもする。環境
には、「人的環境」と「物的環境」とがある。「家
族」・「市民社会」・「国家」・「人類社会」とい
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った人倫共同体は、人間形成のための欠くことので
きない「人的環境」でもある。「人的環境」が健全
さを失えば、その中で生まれ育ち生きる人々の人間
形成が、ゆがむ。
人倫共同体の危機
ところが、これらの人倫共同体が、今日深刻な危
機に陥っている。とりわけ、物質的には便利で豊か
な先進国において離婚・家庭内暴力・DV・幼児虐
待・高齢者虐待など、「家族」は崩壊寸前であるか
のようである。人々が日常生活のためのものやサー
ビスを生産・流通させる「市民社会」では、欠陥商
品や悪徳商法が後を絶たない。「国家」は、社会秩
序の形成・維持および構成員の利害調整の機構であ
ったはずである。ところが現実の国家は、利害調整
の能力を喪失したかのようである。貧富の格差は拡
大し、増大した社会不安が社会秩序の維持を危うく
している。「人類社会」は、依然として無政府状態
であり、深刻な南北格差の下で、発展途上国の10億
人を超える人々が絶対的貧困にあえいでいる。
危機克服の倫理＝「共生」の倫理
カントの「道徳法則」だけでは、これら人倫共同
体の危機克服のためには十分ではない。そのための
新たな「倫理」が必要である。それは、「家族」に
とっては「家族愛」であり、「市民社会」にとって
は「誠実さと勤勉さ」であり、「国家」にとっては
「祖国愛」、「人類社会」にとっては「グローバルな
人間連帯・社会連帯」である。これらはすべて、
「共生」の倫理である。
人倫共同体のすべてが、人格共同体（つまり「共
生」共同体）になるなら、それらを、人々は虚心に
自分たちの潜在的可能性を見つめ、その現実的能力
へと転化させる意欲を高めてゆく、好ましい「人的
環境」にできる。
５．結　論
したがって、女子高等教育機関が「自己実現と共
生」を建学の精神にした場合、学生のどのような人
間形成を教育目的・教育理念にしていることになる
のかという冒頭の問いに対する回答は、次のような
ものになる。
ジェンダーとしての女性に対する世の中の先入見
から自らを解放し、自らの潜在的可能性に虚心に
目を向け、自らのうちに実現された能力の限界に
果敢に挑戦し続ける女性を形成すること。
自分と他者との関係を、「自律」出来る人間相互
の関係・人格相互の関係に作り変えることの出来
る女性を形成すること。
対他者関係で実現された人格相互の関係への転換
を、「家族」構成員すべての相互の関係、「市民社
会」構成員すべての相互関係、「国家」構成員す
べての相互関係そして「人類社会」の構成員すべ
ての相互関係においても実現できるなら、人倫共
同体の危機は克服されうる。したがって、この点
では、人倫共同体の危機克服にも積極的に係って
ゆける女性を形成すること。
大学は、単なる教育の場ではなく学問研究の場で
もある。学問研究を通じて人格の好ましい形成を図
る場である。学問研究が、なぜ人格の好ましい形成
に役立つのか。自然・人間・社会の真理・真実を知
ろうと思ったなら、まずさまざまな先入見を排し、
虚心に、探求しようとする事柄そのものに立ち向か
わなければならない。その上で、自分の中に湧き
上がってくる興味・関心を呼ぶものを冷静に見つ
め、その探求の意欲を確認することである。意欲
の高まりとともに興味・関心も深まり広がる。それ
に応える先人の諸達成（知識・技術・態度など）を
学んで我が物とすることを通じて、人類が到達した
知識や技術の最先端の地点に到達する。ここまでが、
図式化すれば学び（「まねび」つまり「まねをする
こと」）の過程である。そこから先は、「まねび」
を通じて自らが身に着けた現実的な探求能力をもと
に、その分野のより深い・より広い探求の営みを続
けて行く。
以上のような、物事を研究・探求する営みの進
行・進化の過程は、男女で差があるわけではない。
これまでのわが国の女性には、男性と同じ条件が十
分には与えられてこなかっただけである。
女性の「自己実現」と「共生」の過程は、まさに
この学問研究・探求の過程に重なっている。だから
こそ、学問研究を通じて、女性も人格の好ましい形
成を図ることが出来るとされるのである。
男女共学大学ではなく、敢えて女子大学で、学問
研究を通じて女性の好ましい人格形成を図ろうとす
るのは、共学大学にはない女性のさまざまな困難に
配慮した、学問研究・人格形成の条件・環境作りを
行うためである。
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